
広 報

　広報さかき創刊号（昭和52年
11月号）の表紙を復刻しました。
　創刊号の主な内容として、北陸
新幹線のボーリング調査が始まっ
たことや隣保館の活動を開始した
ことが掲載されています。
　裏表紙もご覧ください。



入場
無料

　「
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０

１
８
」
を
実
行
委
員
会
の
主
催
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

　『
男
女
共
同
参
画
で
高
め
る
地
域

防
災
力
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
防

災
ア
ド
バ
イ
ス
や
記
念
講
演
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
さ
か

き
と
一
緒
に
配
布
す
る
回
覧
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
第
１
部
】

・
坂
城
消
防
署 

山
城 

警
防
係
長
に

よ
る
防
災
ア
ド
バ
イ
ス

 

「
各
種
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
」

【
第
２
部
】（
記
念
講
演
）

演
題

　「マ
マ
目
線
！
誰
で
も
今
す

ぐ
で
き
る
防
災
術
〜
も
し
も
に

備
え
る
い
つ
も
〜
」

講
師
　
柳
原 

志
保 

さ
ん

　
　
　（
防
災
士
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
隣
保
館
　
☎
８
２―

６
６
０
３

日時　11月 17日（土）　午後１時～　　場所　文化センター

ひと ひ と

時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所

　
「
あ
い
さ
い
」

内
容

・
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
の
振
る
舞
い

・
ね
ず
み
大
根
ほ
か
農
産
物
や

加
工
品
の
販
売

・
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー

・
お
楽
し
み
抽
選
会

・
「
坂
城
巨
峰
葡
萄
酒
２
０
１

８
」
限
定
販
売

・
ね
ず
こ
ん
と
記
念
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　坂
城
町
を
代
表
す
る
特
産
品
「
ね
ず
み
大
根
」
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
恒
例
の
「
ね
ず
み
大

根
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　当
日
は
２
会
場
で
、
ね
ず
み
大
根
の
収
穫
体
験
や
販

売
、
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
の
振
る
舞
い
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ね
ず
み
大
根
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　ね
ず
み
大
根
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
商
工
農
林
課
農
業
振
興
係
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午【
雨
天
決
行
】

場
所坂

城
イ
ン
タ
ー
線
沿
い
の
畑

（
国
道
18
号
か
ら
上
信
越
自

動
車
道
坂
城
Ｉ
Ｃ
に
向
い
、

右
側
の
畑
）

※

の
ぼ
り
旗
な
ど
目
印
あ
り

内
容参

加
費
１
０
０
０
円
で
、

指
定
袋
１
枚
に
ね
ず
み
大

根
を
詰
め
放
題
収
穫
で
き

ま
す
。（
町
内
お
し
ぼ
り
う

ど
ん
店
で
使
え
る
、
お
し

ぼ
り
う
ど
ん
の
３
０
０
円

割
引
券
付
き
）

　※

先
着
３
０
０
人
ま
た
は
畑

か
ら
大
根
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

２会場にて開催
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８
月
31
日（
金
）に
「
さ
か
き 
オ

シ
ボ
リ
ソ
ン
３
」
ア
イ
デ
ア
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
町
内
企
業
や
信
州
大

学
の
学
生
な
ど
31
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
し
い
ね
ず
こ
ん
グ
ッ

ズ
を
共
同
で
開
発
す
る
た
め
の
「
ア

イ
デ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
、
ね

ず
こ
ん
を
用
い
た
雨
具
や
ハ
ン
ガ
ー
、

ス
タ
ン
プ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
喜

ん
で
使
っ
て
く
れ
そ
う
な
様
々
な
ア

イ
デ
ア
１
４
１
件
が
し
ぼ
り
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
23
日（
日
）に
は
、
町
内
企

業
を
は
じ
め
、
信
州
大
学
や
東
京

理
科
大
学
の
学
生
、
ま
た
、
一
般
参

加
者
な
ど
あ
わ
せ
て
41
名
の
皆
さ

ん
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
テ
ッ
ク

シ
ョ
ッ
プ
東
京
で
「
も
の
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
８

月
31
日
に
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
中

か
ら
、
ね
ず
こ
ん
ポ
ン
チ
ョ
や
ね
ず

こ
ん
ト
ラ
ン
プ
、
ね
ず
こ
ん
ハ
ン

ガ
ー
な
ど
新
た
な
ね
ず
こ
ん
グ
ッ
ズ

の
試
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
今
回
の
さ
か
き
オ
シ

ボ
リ
ソ
ン
で
作
ら
れ
た
新
し
い
ね
ず

こ
ん
グ
ッ
ズ
を
、
町
内
店
舗
な
ど
で

の
試
験
販
売
に
よ
り
販
売
状
況
の

検
証
な
ど
を
行
い
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
や
量
産
化
な
ど
、
商
品
化
に
向

け
て
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
昨
年
、
も
の
づ
く
り
工

房
「
テ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
東
京
」
と
全

国
の
自
治
体
で
初
と
な
る
法
人
会

員
契
約
を
結
び
、
町
民
の
皆
さ
ん

や
町
内
企
業
の
方
な
ら
、
毎
月
５

名
ま
で
、
こ
の
施
設
と
工
作
機
械

な
ど
を
無
料
で
使
用
で
き
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
坂
城
町
出
身
で
県
外
の

大
学
等
に
通
う
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
、

町
に
お
申
込
み
を
い
た
だ
き
、
登
録

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
「
テ
ッ
ク

シ
ョ
ッ
プ
東
京
」
を
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。

お
申
込
み
を
い
た
だ
い
た
学
生
の
方

に
は
「
坂
城
町
テ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
利

用
登
録
証
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
際
は
テ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
受

付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
先
端
の
工
作
機
器
を
利
用
し

た
も
の
づ
く
り
や
大
学
等
で
の
課

題
、
異
業
種
の
会
員
と
の
交
流
な
ど
、

様
々
な
目
的
や
場
面
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
農
林
課
商
工
観
光
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７

　
町
で
は
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

の
立
食
ス
タ
イ
ル
で
行
う
パ
ー
テ
ィ
ー

「
若
者
コ
ン 

in 

坂
城
町
２
０
１
８
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
17
日（
土
）午
後
６
時
〜
９
時

　
　
　（
受
付
は
午
後
５
時
30
分
か
ら
）

会
場
　
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

対
象

◯
町
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
社
会

人
で
未
婚
の
方

◯
坂
城
町
へ
の
移
住
に
興
味
の
あ
る
社

会
人
で
未
婚
の
方

募
集
人
数
　
男
女
各
20
名

　
　
　
　
　※

定
員
に
達
し
次
第
締
切

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
氏
名
・
連
絡
先
・
会
社
名
・

住
所
を
明
記
の
上
、
左
記
申
込
先
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

☆
コ
ン
サ
ー
ト
　
坂
城
町
出
身
の
サ
ッ

ク
ス
奏
者 

川
島
亜
子
さ
ん
他
３
名

に
よ
る
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
コ

ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合

　
☎
８
２―

０
０
１
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８
２―

０
０
０
２

　
Ｅ
メ
ー
ル
　tc-heart@

alps.or.jp
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　被保険者の方の個人番号（マイナンバー）及び本人確認書類
（免許証など）をお持ちのうえ、手続きをお願いします。
■届出・申請する場合に必要なもの
　①被保険者の方の「個人番号（マイナンバー）通知カード」または「個人番号（マイ

ナンバー）カード」
　②・被保険者の方の顔写真付き身分証明書など　１点
　　　例：運転免許証、パスポート、在留カード、住民基本台帳カード、身体障害者手

帳など
　　・顔写真付きの身分証明書がない場合　２点
　　　例：保険証、福祉医療などの医療受給者証、学生証、年金手帳など
※個人番号（マイナンバー）カードは、１枚で番号確認と本人確認を行うことができ
ます。代理の場合は、委任状など（代理権の確認）にあわせて、代理人の本人確認
が必要です。

ねんきんネット 検 索

加入記録や年金見込額試算が、24時間、
パソコンやスマートフォンから確認できます
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11月はねんきん月間です

●納付猶予の申請は？
●免除申請は遡れる？ 
●保険料の追納は？
●結婚前の年金が合算されているか？
●昔の勤務先で支払った厚生年金の記録は？
●任意加入や受給予定の年金額を増やすには？

日時　11月27日（火）
　　　午前９時30分～正午（予約制）
場所　坂城町役場　第１会議室（１階）
※相談を希望される方は、11月９日（金）までに

住民環境課住民係へご連絡ください。

11月の長野南年金事務所
出張相談日

◎予約・問い合わせ先　住民環境課住民係　☎82－3111（内線122・123）　直通75－6204

次のような保険料の疑問はありませんか。
ご予約のうえお越しください。

　長野南年金事務所及び町では、年金受給相談の予約を受け付けています。ご予約の際は、基礎年金番号、
氏名、相談内容などをお伺いします。
・長野南年金事務所 お客様相談室　☎026－227－1284（随時予約可）
・坂城町年金相談（毎月１回開催、予約制、日時・会場は広報さかき「いろいろな相談」欄をご覧ください。）

　日本年金機構では、老齢・退職年金受給該当者の方へ申告書を送付しています。扶養親族がいない方、前
年の申告内容が変更ない方も提出が必要です。

　長野南年金事務所では、平成30年10月から、保険料の納め忘れの方に納付や免除のご案内を「アイヴィ
ジット・東洋紙業共同企業体（☎0570－021－781）」に業務委託しており、お電話や戸別訪問をさせていただ
く場合があります。なお、訪問員が現金をお預かりすることはありません。

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において、全額が社会保険料控除の対象とな
ります。
　平成30年１月１日から10月１日までの間に国民年金保険料を納付された方については、
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構本部から送付されま
すので、年末調整や確定申告の際にはこの証明書（または領収証書）を添付してください。
　また、平成30年10月２日以降に、はじめて国民年金保険料を納付された方については、
翌年の２月上旬に送付される予定です。
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狂
犬
病
は
、世
界
の
広
い
地
域
で

発
生
し
て
い
る
、人
と
動
物
に
共
通

し
た
病
気
で
す
。日
本
に
お
い
て
も
、

平
成
18
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
犬
に
咬

ま
れ
、帰
国
後
発
症
し
死
亡
し
た
事

例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
狂
犬
病
は
、感
染
後
、発
症
す
る

と
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

飼
犬
に
予
防
注
射
を
す
る
こ
と
で
発

症
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

犬
を
狂
犬
病
か
ら
守
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、飼
い
主
自
身
や
家
族
、近
所

の
住
人
や
他
の
動
物
へ
の
感
染
を
予

防
で
き
ま
す
。

　　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、生
後
91

日
以
上
の
犬
に
は
、飼
犬
の
登
録
と

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
の
済
ん
で
い
な

い
飼
い
主
は
、
20
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、今
年
度
ま
だ
注
射
を
受
け
て
い

な
い
犬
に
は
、必
ず
早
め
に
受
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、飼
犬
の
登
録
は
住
民
環
境

課
や
坂
城
町
・
千
曲
市
の
動
物
病
院

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
登
録
手

数
料
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）

※

交
付
さ
れ
た
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
は
犬
に
着
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
繋
い
で
あ
る
鎖
や
リ
ー
ド
・
首
輪

が
壊
れ
て
逃
げ
出
し
、思
わ
ぬ
事
故

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、日
頃
か
ら

鎖
や
リ
ー
ド
・
首
輪
の
点
検
を
行
い
、

劣
化
を
発
見
し
た
場
合
は
、早
め
に

新
し
い
も
の
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
、放
れ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
の
で
、住
民
環
境
課
に
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

注
射
済
票
や
連
絡
先
の
名
札
な
ど

が
首
輪
に
付
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、

飼
い
主
の
元
に
返
す
こ
と
が
で
き

た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
犬
が
死
亡
し
た
時
や
犬
の
所
有
者
、

所
在
地
な
ど
が
変
更
に
な
っ
た
時
は
、

住
民
環
境
課
に
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。ま
た
、葛
尾
組
合
で
は
、犬
・

ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
火
葬
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
葛
尾
組
合

　
☎
８
２―

２
３
４
９

　
外
に
い
る
ね
こ
に
餌
を
与
え
て
い

る
と
、そ
の
場
所
に
は
他
の
ね
こ
も

集
ま
っ
て
き
ま
す
。そ
の
ね
こ
た
ち

は
、近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
外
に
い
る
ね
こ
に
餌
を
与
え
て
い

る
方
は『
自
分
の
飼
い
ね
こ
』と
同

じ
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
、

責
任
あ
る
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
道
路
・
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
所

や
他
人
の
土
地
な
ど
に
犬
や
ね
こ
の

フ
ン
が
放
置
さ
れ
、フ
ン
に
よ
る
苦

情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
宅
の
敷
地
内
で
フ
ン
を
す
る
よ

う
に
し
つ
け
、犬
の
散
歩
の
際
は
、

ス
コ
ッ
プ
、袋
な
ど
を
持
参
し
、他

人
の
土
地
や
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
犬
・
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。そ
の
一
方
で
、ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
な
ど

に
よ
る
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
フ
ン
の
処
理
に
対
す
る
苦
情
な
ど

も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、責
任
を
持
っ
て
し
つ
け
を
し
、人
と
動
物

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
２
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４
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　特定健康診査（特定健診）とは、メタボ
リックシンドロームに着目し、糖尿病・
動脈硬化・脂質異常症などを早期に予防
するための健診です。

　特定健康診査（特定健診

保健センター

☎82－3111（内線
511）

直通75－6230

内臓脂肪

皮下脂肪

お腹側

背中側

場 所 受 付 時 間

午前８時30分～11時30分

健 診 料 金

保健
センター

  ＜特定健診＞
40～74歳の国民健康保険加入者

無料（心電図含む）

  ＜一般健診＞

午前８時30分～11時30分
午後１時30分～３時

  12月９日（日）
【休日健診】

75歳以上の方
（後期高齢者医療保険加入者）

無料

  19～39歳の方

2,800円
12月10日（月）

日 程

※集団健診では19～39歳、75歳以上の方の健診も実施します。

　町では保険者として、国民健康保険に加入されている方を対象に、集団健診を実
施しています。今年度最後の受診機会となっていますので、まだ特定健診を受診さ
れていない方はぜひ受けましょう。また今年度より、40～74歳の国民健康保険加入
者の方の特定健診料金が無料となっています。詳しくは、保健センターまでお問い
合わせください。

●
年
末
調
整
説
明
会
及
び
消
費
税
軽

減
税
率
制
度
説
明
会

会
場
・
開
催
日

・
上
田
市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

  

（
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ  

大
ホ
ー
ル
）

　
11
月
16
日（
金
）

・
千
曲
市
戸
倉
創
造
館（
大
ホ
ー
ル
）

　　11
月
20
日（
火
）

・
上
田
市
丸
子
文
化
会
館

  

（
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
）

　
11
月
21
日（
水
）
　

開
催
時
間（
３
会
場
す
べ
て
）

《
年
末
調
整
》

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

《
軽
減
税
率
制
度
》

　
午
後
３
時
30
分
〜
４
時

●
青
色
申
告
決
算
説
明
会

会
場
・
日
時

・
上
田
商
工
会
議
所（
５
階
ホ
ー
ル
）

　
12
月
４
日（
火
）

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
12
月
５
日（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

・
千
曲
市
戸
倉
創
造
館（
大
ホ
ー
ル
）

　
12
月
12
日（
水
）
午
後
２
時
〜
４
時

●
白
色
決
算
説
明
会

会
場
・
日
時

・
上
田
商
工
会
議
所（
５
階
ホ
ー
ル
）

　
12
月
11
日（
火
）

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
消
費
税
等
説
明
会

会
場
・
日
時

・
上
田
商
工
会
議
所（
５
階
ホ
ー
ル
）

　
平
成
31
年
１
月
18
日（
金
）

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◎問い合わせ先
　上田税務署　☎22－1234　

・自覚症状がないため、健診でしか身体の異常に気が付きません。
　→自覚症状が出てきたときには、症状がかなり進行している可能性

があります。
・１年ごとの経年変化をみることで、数値の変化の確認ができます。
※健診を受ける際は、ご自身の加入保険者にご確認ください。
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　葛尾組合では、返還された霊園区画の使用者を募集します。なお、事前にご
連絡いただければ現地をご案内します。

※規格統一聖地は、
墓石の色・大きさ
などが統一の規格
となります。
※芝生聖地は、墓
石の高さ・大きさ
などに制限がある
とともに、囲障の
設置及び樹木の植
込みはできませ
ん。

№
１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

聖地名
和式１号聖地　33

和式２号聖地　113

和式３号聖地　8

和式３号聖地　292

和式３号聖地　55 号 235

規格統一聖地　Ａ-1（黒碑石）

規格統一聖地　Ｍ-19（黒碑石）

規格統一聖地　18-61（白碑石）

芝生聖地　40

芝生聖地　148

芝生聖地　175

面積
12 ㎡

9 ㎡

6㎡

6㎡

6㎡

5㎡

5㎡

5㎡

6㎡

6㎡

6㎡

永代使用料
60万円

45万円

30万円

30万円

30万円

42万円

42万円

42万円

16万円

16万円

16万円

管理料／年
2,500円

2,000円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

建立歴
無

有

有

無

有

無

無

無

有

有

有

申込受付期間　　　　 平成 30 年 11 月 20 日（火）～ 11 月 27 日（火）
希望者が複数の場合　・１区画に希望者が複数となった場合は抽選となります。
　　　　　　　　　　・抽選は、11 月 29 日（木）午前９時から、葛尾組合事務所で当組合の責任抽選として

行います。なお、ご本人又はご親族など関係者の立会いができます。
　　　　　　　　　　・抽選の結果は、該当者へ連絡します。

　平成 28 年度新規造成区画（残り７区画）と募集済み返還区画（５区画）の計 12 区画については、募集期間
に関係なく申込み順に受け付けています。12 区画ともすべて規格統一聖地（１区画当たり面積５㎡、永代使用料
42 万円、管理料 1,500 円／年） です。
　詳しくは、下記問い合わせ先までご連絡ください。

１．組合地域内（坂城町又は千曲市）に住所を有する方。ただし、組合地域内
に住所を有する代理人がいる場合、組合地域外居住者でも購入できます。

２．申込みは１使用者につき１区画とします。
３．霊園使用許可の際に永代使用料及び管理料を納入できる方。
４．当組合の規定による墓石を建立できる方。
　　※設置基準などの詳細は、直接お問い合わせください。
５．分譲を受けた区画の維持管理のできる方。
６．「霊園使用応募申込書」を葛尾組合へご提出ください。申込書は葛尾組合窓口にあります。

申込みの条件

葛尾組合の業務時間　午前8時30分～午後5時15分（土日・祝日を除く）
葛尾霊園の場所　　　坂城町大字中之条1850番地（上信越自動車道「坂城インター」から車で1分）

◎申込・問い合わせ先　葛尾組合　☎82－2349　FAX82－1204

葛尾霊園使用者を募集します
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　ふれあいセンターは、介護予防などを目的としたヨガや体操教室の開催、高齢者の方の集い
の場として活用されています。また、施設内には一般浴室と障がい者用の浴室があり、自宅で
の入浴が困難な方も入浴しやすい環境が整備されています。入浴料は１回200円で、お得な回
数券もあります（障がい者用浴室は予約制で、障がいのある方と介助する方の入浴料は減免さ
れます）。詳しくは、ふれあいセンターまでお問い合わせください。

　
町
で
は
、
松
く
い
虫
防
除
対
策
の

一
環
と
し
て
６
月
21
日（
木
）に
空
中

散
布
及
び
無
人
ヘ
リ
散
布（
１
回
目
）

を
、
７
月
11
日（
水
）に
無
人
ヘ
リ
散

布（
２
回
目
）を
実
施
し
ま
し
た
。

　
散
布
周
辺
地
域
の
大
気
中
の
農

薬
成
分
を
測
定
す
る
た
め
、
町
内

４
箇
所
で
安
全
確
認
調
査（
気
中
濃

度
）を
行
い
、
そ
の
調
査
結
果
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

調
査
農
薬
成
分

チ
ア
ク
ロ
プ
リ
ド（
薬
剤
名…

エ

コ
ワ
ン
３
フ
ロ
ア
ブ
ル
）

調
査
箇
所

・
空
中
散
布（
１
箇
所
あ
た
り
８
回
）

苅
屋
原
公
民
館

上
平
区
民
会
館

さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園（
中
之
条
）

・
無
人
ヘ
リ
散
布（
８
回
）

苅
屋
原
区
内
町
道

測
定
方
法

航
空
防
除
農
薬
環
境
影
響
評
価
検

討
会
報
告
書（
平
成
９
年
12
月
、

環
境
庁
水
質
保
全
局
）に
準
じ
る
。

空
中
散
布
・
無
人
ヘ
リ
散
布
に
お
け
る

安
全
確
認
調
査（
気
中
濃
度
）結
果

介護予防や集いの場としてぜひご利用ください

◎坂城町ふれあいセンター

住　　所　坂城町大字上平1334番地4　　　　電　話　☎81－3588
開所時間　月曜日～金曜日　午前９時～午後４時30分（祝日・年末年始を除く）
　　　　　※入浴は午後４時までの受付になります。

▼施設外観 ▼交流会の様子 ▼障がい者用浴室

※空中散布及び無人ヘリ散布の実施内容や調査結果につ
いて、詳しくは下記までお問い合わせください。
◎問い合わせ先　商工農林課農林整備係
　☎82－3111（内線155）直通75－6207

測定調査時期

散布４日後

調 査 結 果

散布２日後

苅屋原 上 平 中之条

日中

散布中

散布直後

日中

早朝

日中

日中

日中

散布翌日

散布当日

散布前日

苅屋原
空 中 散 布 無人ヘリ散布

※調査した４地点32検体すべ
てが、国の基準である濃度評
価値（60μｇ／㎥）を下回る
定量下限値（0.05μｇ／㎥）
未満でした。
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研修期間

▲昨年度の研修の様子
（Facebook からみることもできます。）

　坂城町在住の高校生または坂城町の高校へ通う高校生を
対象に「坂城町タイ国研修事業」の参加者を募集します。この
研修は、将来の坂城町を支えていく高校生に、タイ国で活躍す
る町内企業の視察のほか、現地学生との交流や歴史・文化な
どの異文化体験を通じて国際感覚を養い、坂城町、さらには日
本を再認識するとともに、将来の展望を考える機会とするため
実施するものです。
※詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、企画政策課企

画調整係までお問い合わせください。

平成31年３月21日（木）～25日（月）の３泊５日

◎問い合わせ先　役場企画政策課内  タイ国研修事業事務局　☎82－3111（内線225）　直通75－6211

平成30年12月14日（金）

応募申込用紙を提出してください。
応募申込用紙は、タイ国研修事業事務局（役場企画政策課内）で配布しています。また、町
ホームページからもダウンロードできます。

80,000円
（※別途燃油サーチャージ代がかかる場合があります。）

８名（応募多数の場合は選考になります。）

町内在住の高校生または坂城町の高校へ通う高校生（学年不問）参加資格

定 員

参 加 費

応募方法

応募締切

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◆
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
の
寿
命

の
目
安
は
約
10
年
！
定
期
的
な
作
動

確
認
を
！

　住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
一
般
的

に
は
電
池
で
動
い
て
い
ま
す
。
火
災

を
感
知
す
る
た
め
に
常
に
作
動
し
て

お
り
、
そ
の
電
池
の
寿
命
の
目
安
は

約
10
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に
機

能
す
る
た
め
に
は
維
持
管
理
が
重
要

で
す
。「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に
作
動
す

る
よ
う
、
火
災
予
防
運
動
の
時
期
な

ど
に
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
い
、

適
切
に
交
換
を
行
う
よ
う
習
慣
づ
け

ま
し
ょ
う
。

　作
動
確
認
は
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す

か
点
検
ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
り
ま
す
。
確

認
を
す
る
と
き
は
、
け
が
な
ど
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
統
一
防
火
標
語

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課
　
☎
０
２
６―

２
７
６―

０
１
１
９
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第52回全国建具展示会

片山和人さんの建具が表彰されました
　
片
山
木
工
所
の
片
山
和
人
さ
ん（
一
級
建

具
製
作
技
能
士
）が
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

で
開
催
さ
れ
た
第
52
回
全
国
建
具
展
示
会

に
、
組
子
細
工
で
製
作
し
た
「
間
仕
切
戸
」

を
出
品
し
、
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
組
子
細
工
と
は
、
釘
を
使
わ
ず
に
細
か

い
木
片
を
手
作
業
で
組
み
合
わ
せ
て
様
々

な
模
様
を
表
現
す
る
伝
統
技
術
で
す
。

　
片
山
さ
ん
は
、
こ
の
伝
統
的
な
建
具
製

作
に
必
要
な
技
能
を
極
め
て
お
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
に
も
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。
今
回
出
品
し
た
間
仕
切
戸
は
「
桜 

〜
春
の
一
コ
マ
」
を
表
現
さ
れ
ま
し
た
。
製

作
日
数
は
半
年
ほ
ど
。
受
賞
に
つ
い
て
片

山
さ
ん
は
「
今
回
の
作
品
は
、
洋
間
に
も

合
う
よ
う
に
優
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し

た
。
和
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
組
子
を
知
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
９
月
23
日（
日
）、
町
内
の
３
保
育
園

と
幼
稚
園
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
保
育
園
と
幼
稚
園
は
、
早
朝
か
ら

会
場
に
つ
め
か
け
た
保
護
者
の
皆
さ
ん

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
園
児
た

ち
は
、
一
生
懸
命
体
を
動
か
し
、
か
け
っ

こ
や
障
害
物
競
争
、
リ
ズ
ム
、
玉
入
れ

な
ど
を
行
い
、
運
動
会
に
向
け
て
た
く

さ
ん
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
し
ま

し
た
。
か
け
っ
こ
で
は
転
ん
で
し
ま
っ

た
り
泣
い
て
し
ま
う
園
児
も
い
ま
し
た

が
、「
頑
張
れ
！
」
と
保
護
者
の
皆
さ

ん
か
ら
の
力
強
い
声
援
を
受
け
、
最
後

ま
で
走
り
き
り
ま
し
た
。

町内３保育園と幼稚園で運動会が開催されました
さわやかな秋晴れのもと

認知症をもっと身近に

認知症講演会「認知症 つながる心 笑顔のまち」を開催
　
９
月
22
日（
土
）、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

で
、
認
知
症
講
演
会
「
認
知
症  

つ
な
が
る
心  

笑
顔
の
ま
ち
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
、

ジ
ェ
イ
エ
ー
長
野
会
教
育
顧
問
の
櫻
井
記
子
さ

ん
を
お
迎
え
し
、「
認
知
症
の
人
と
と
も
に
支

え
合
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
演
題
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
に
す
る
た
め
、
認
知
症
を
周
り
の
人
が
受
け

止
め
て
オ
ー
プ
ン
に
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
、
上
田
市
で
の
実
際
の
取
組

み
や
映
像
も
見
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
約
１
０
０
名
の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、『
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
』

と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

『
も
っ
と
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
』
と
い
う

感
想
も
あ
り
、
認
知
症
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。（
介
護
保
険
料
は
コ
ン

ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）
口

座
振
替
は
、
11
月
30
日（
金
）に
指
定

口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、
振

替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
11
月
19
日（
月
）ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
次
の
期
か
ら
の
振
替
に
な
り

ま
す
。）

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　
町
女
性
専
門
相
談
員
が
、
女
性
の

悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
会

を
開
設
し
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
や
職

場
で
の
人
間
関
係
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
、
子
育
て
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
15
日（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
隣
保
館

相
談
員
　
女
性
専
門
相
談
員

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 

人
権
・
男
女
共
生
係（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　
町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、
学
用
品

や
学
校
給
食
費
な
ど
の
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
に
新
小
学
１
年
生

ま
た
は
新
中
学
１
年
生
に
な
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
で
就
学
援
助
費

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
を
行

う
こ
と
で
新
入
学
用
品
費
を
入
学

前
に
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
学
前
支
給
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

就
学
援
助
制
度
の
受
給
に
は
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切
　
11
月
30
日（
金
）

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
９

日
時
　
11
月
10
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
20
分
〜
10
時
40
分

場
所
　
南
条
小
学
校 

体
育
館

講
師
　
信
州
大
学
教
育
学
部
長

　
　
　
永
松 

裕
希 

先
生

演
題
　「
子
ど
も
た
ち
の
今
日
的
な

課
題
と
支
援
」

駐
車
場
　
南
条
小
学
校 

校
庭

（
雨
天
時
は
、
日
精
樹
脂
工
業
㈱
様

駐
車
場
か
日
精
ス
ク
ー
ル
駐
車
場
）

※

保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
南
条
小
学
校

　
☎
８
２―

３
１
４
１

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
第
70

回
人
権
週
間
で
す
。
昭
和
23
年
12

月
に
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、

毎
年
12
月
10
日
を
人
権
デ
ー
と
定

め
、
人
権
擁
護
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
の
12
月
４
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
役
場

第
４
会
議
室
に
お
い
て
人
権
相
談

所
を
開
設
し
、
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 

人
権
・
男
女
共
生
係（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　長
野
県
初
の
肥
満
専
門
外
来
の

医
師
で
あ
る
前
川
先
生
に
、
肥
満

で
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
病
気
や
、

体
重
減
少
の
た
め
の
食
事
療
法
、

ま
た
、
最
新
の
治
療
方
法
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

講
演
会
前
に
は
、
保
健
師
に
よ
る

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
11
月
10
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　
　
　（
講
演
会
は
午
後
２
時
か
ら
）

場
所
　
千
曲
市
戸
倉
創
造
館
大
ホ
ー
ル

講
師
　
前
川 

智
先
生
（
Ｊ
Ａ
長
野

厚
生
連 

長
野
松
代
総
合
病
院 

消

化
器
内
科
部
長
）

演
題
　「
最
新
の
肥
満
に
関
す
る
治

療
と
食
事
療
法
・
糖
尿
病
の
重

症
化
予
防
に
つ
い
て
」

参
加
費
　
無
料

主
催
　
埴
科
地
域
包
括
医
療
協
議
会

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

固
定
資
産
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

介
護
保
険
料（
第
５
期
）

納
期
限
は
11
月
30
日（
金
）
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千
曲
川
坂
城
陣
太
鼓
保
存
会
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
無
料
で
す
の
で
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

条
件
　
20
歳
以
上（
男
女
不
問
）

練
習
　
毎
週
木
曜
　
午
後
８
時
〜
９
時

　
　
　
坂
城
町
武
道
館

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
同
陣
太
鼓
保
存
会
　
中
島
さ
ん

　
☎
８
２―

４
１
８
８

受
付
期
間

　
11
月
２
日（
金
）〜
８
日（
木
）

受
付
場
所

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
３
階

募
集
団
地
等

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
課

　
☎
０
２
６―

２
２
７―

２
３
２
２

　
ナ
ル
ク
信
州
さ
か
き
で
は
、
時

間
預
託
を
基
本
と
し
た
会
員
相
互

の
助
け
合
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
学
習
会
と
し
て
介
護
さ

れ
る
側
も
す
る
側
も
負
担
の
少
な

い
介
護
の
講
習
会
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
14
日（
水
）
午
後
２
時
〜

場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
夢
の
湯

講
演
内
容
　「
人
間
の
自
然
な
体
の

動
き
に
合
わ
せ
た
介
護
技
術
」

講
師

　柳
澤 

玉
枝 

氏（
坂
城
町
社
会

福
祉
協
議
会
）

　【
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
介
護
福
祉
士
】

参
加
費
　
無
料
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
２―

２
５
５
１

　
離
職
中
・
子
育
て
中
な
ど
の
女

性
を
対
象
に
、
社
会
参
加
と
自
主

的
な
活
動
の
促
進
を
目
指
す
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
基
礎
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
自
分
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
や
苦
境

を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
女
性

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
体

験
談
講
演
、
ブ
ラ
ン
チ
交
流
会
を

行
い
ま
す
。
無
料
託
児
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※

個
別
相
談
会（
先
着
４
名
）も
あ

り
ま
す
。

日
時
　
12
月
５
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
45
分

会
場
　
湯
の
さ
と
ち
く
ま 

白
鳥
園

　
　  

「
地
域
交
流
室
こ
と
の
は
」

受
講
料
　
ブ
ラ
ン
チ
交
流
会
参
加

費
５
０
０
円
を
当
日
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
㈱
キ
ャ
リ
ア
ト
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ

　
☎
０
２
６―

２
１
４―

０
０
１
０

日
時
　
11
月
10
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午（
小
雨
決
行
）

会
場
　
戸
倉
上
山
田
消
防
署

内
容
　

　
・
消
防
体
験
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
・
消
防
救
急
車
両
展
示
、
救
助

隊
訓
練
展
示

　
・
第
39
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
入
選

作
品
展
示
、
消
防
庁
舎
見
学

　
・
は
し
ご
車
搭
乗
体
験

※

内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

千
曲
坂
城
消
防
本
部
総
務
課
企
画
係

　
☎
０
２
６―

２
７
６―

０
１
１
９

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
31
年

１
月
か
ら
健
康
増
進
の
た
め
、
初
心

者
向
け
に
椅
子
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
筋
肉
を
使
う
こ
と
で
、
脳

卒
中
な
ど
の
血
管
病
や
筋
力
低
下
に

予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
程
　
平
成
31
年
１
月
７
日
か
ら
３

月
４
日
ま
で
の
月
曜
日
　
計
５
回

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
35
名

参
加
費
　
１
０
０
０
円

申
込
締
切
　
12
月
25
日（
火
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

　　
か
ら
だ
の
柔
軟
性
や
筋
力
を
維

持
で
き
る
よ
う
、
今
か
ら
介
護
予

防
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
大
勢
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間
　
12
月
か
ら
平
成
31
年
３
月

ま
で
の
隔
週
火
曜
日（
計
８
回
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
厚

手
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

受
講
料
　
２
０
０
０
円

定
員
　
40
名 ※

定
員
に
達
し
次
第
締
切

申
込
期
限
　
11
月
28
日（
水
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
１―

３
５
８
８

　
10
月
１
日
付
け
で
、
教
育
委
員

に
鈴
木 

忠 

さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
10
月
１
日
か
ら
４
年

間
と
な
り
ま
す
。

町
教
育
委
員
に

　
　鈴
木 

忠
さ
ん（
再
任
）

〜
自
分
の
ワ
ク
ワ
ク
を
知
ろ
う
〜
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10
月
１
日
の
午
後
、
生
物
の
選
択
講
座
の
生
徒

十
数
名
が
高
校
の
近
く
の
田
ん
ぼ
で
稲
作
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
同
講
座
は
同
じ
田
で
６
月
に
田
植

え
を
行
い
、
今
回
は
、
見
事

に
実
っ
た
稲
の
刈
り
取
り
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
生
物

の
学
習
の
一
環
と
し
て
、
坂
城

高
校
同
窓
会
理
事
の
鈴
木
様

の
協
力
で
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
泥
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
も
、
普
段
使
う

こ
と
の
な
い
稲
刈
り
用
の
鎌
を

使
っ
た
作
業
や
、
ひ
も
で
稲
を

束
ね
る
と
い
う
慣
れ
な
い
作
業

を
、
苦
労
し
な
が
ら
も
、
楽

し
そ
う
な
顔
付
き
で
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
は
命
の
偉
大
さ
を

学
び
、
そ
の
こ
と
で
命
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

養
い
、
ま
た
、
他
の
生
徒
と
の
協
働
活
動
を
通
じ
て
、

集
団
の
中
で
他
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
活
動
で
得
た
こ
と
は
今
後

の
学
校
生
活
や
、
人
生
の
中

で
大
き
く
役
立
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
本
校
に
は
２
年
次
に
地
域

の
企
業
で
行
う
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
大

き
な
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
稲
刈
り
体
験
も
含
め

て
、
こ
う
し
た
地
域
で
の
活
動

が
学
校
教
育
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
確
か
な
こ
と
で
す
。

　
坂
城
町
に
は
、
地
域
と
連

携
し
て
で
き
る
教
育
活
動
が

ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
活
動
を
地
域
の
方
々
と
共
に
考
え
て

い
け
た
ら
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

坂城高校教諭　柴田 明徳
「地域での稲作体験」

肥満や生活習慣病の原因に

坂城町交番
☎82－2008

■交通事故死者の約６割が高齢者
の方です

　運転免許証の自主返納を考えて
みませんか。運転免許証を返納し、
申請すると「運転経歴証明書」の
交付を受けることができます。運
転経歴証明書は身分証明書として
利用することができるほか、町内
では、循環バスの運賃が無料とな
ります。

丈夫な骨や歯が作れない

貧血の原因に 便秘や生活習慣病の原因に
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、お手ふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋、お弁当（希望者）

◇平　日　　　　　午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午
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①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（び ん・缶・ペ ッ ト ボ ト ル・プ ラ

スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

４日（日）、18 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
びんぐしの里公園　駐車場

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

２才児健康相談

３才児健康診査

対　象　児

平成30年７月生

平成30年４月生

平成30年１月生

平成28年７月生～８月生

平成27年５月生～６月生

受　付　日　時

15日（木）午後１時

28日（水）午前９時

27日（火）午前９時

13日（火）午前９時

26日（月）午後１時

■平成29年９月分　198.00ｔ
■平成30年９月分　181.64ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

９日（金）、20日（火）
午前９時30分～正午
老人福祉センター夢の湯

15日（木） 午前９時～正午
役場第１会議室（１階）

21日（水） 午前９時～午後４時
役場第１会議室（１階）

相談をご希望の場合は、11月13日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）直通75-6204】へ
お申込みください。

７日・14日・21日・28日（すべて水曜日）
午後１時30分～４時
老人福祉センター夢の湯

９日は弁護士、20日は司法書士による法律相談
です。相談をご希望の場合は、相談日の３日前
までに社会福祉協議会【☎82-2551】へ予約して
ください。

11 月
３日（土）

４日（日）

11 日（日）

18 日（日）

23 日（金）

25 日（日）

村上堂大井クリニック
鴇沢内科クリニック
安川整形外科クリニック
関歯科医院
とぐらクリニック
長野寿光会上山田病院
菅谷東クリニック
長野寿光会上山田病院歯科室
さかき生協診療所
飯島医院
いなりやまクリニック
あんず歯科クリニック
やまざき医院
千曲中央病院
千曲中央病院  歯科
かいぬま耳鼻咽喉科医院
島田クリニック
坂口整形外科
渡辺歯科医院
市川内科医院
もみのき内科クリニック
鴇沢眼科
柳沢歯科医院

【 網 掛 】
【 千 曲 市 屋 代 】
【 千 曲 市 屋 代 】
【 千 曲 市 粟 佐 】
【 千 曲 市 戸 倉 】
【千曲市上山田温泉】
【 千 曲 市 粟 佐 】
【千曲市上山田温泉】
【 中 之 条 】
【 千 曲 市 中 】
【千曲市稲荷山】
【 千 曲 市 須 坂 】
【千曲市上徳間】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市杭瀬下】
【 千 曲 市 内 川 】
【 千 曲 市 小 島 】
【 千 曲 市 屋 代 】
【千曲市稲荷山】
【千曲市上山田温泉】
【 千 曲 市 寂 蒔 】
【 千 曲 市 屋 代 】
【千曲市稲荷山】

☎81-3131
☎(026)272-3713
☎(026)273-6611
☎(026)285-0418
☎(026)275-0405
☎(026)275-1581
☎(026)272-0493
☎(026)276-0300
☎82-0101
☎(026)272-0269
☎(026)214-3501
☎(026)214-6654
☎(026)276-2700
☎(026)273-1212
☎(026)273-2130
☎(026)275-3341
☎(026)273-8788
☎(026)273-8680
☎(026)272-1313
☎(026)275-5515
☎(026)272-3610
☎(026)272-0031
☎(026)273-5638

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）直通 75-6230

心配ごと
法律相談

行政相談

年金相談

障がい者（児）
相 談

３日（土）
午前９時～正午
老人福祉センター夢の湯

社　協
結婚相談
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町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館

件　数：　　  8件
累　計：　　46件　（＋  3）
死　者：　　  0人
累　計：　　  1人　（＋  1）
負傷者：　　12人
累　計：　　66人　（＋13）

平成30年９月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

月

５
12
19
26

火

６
13
20
27

・綾蝶の記（著：石牟礼道子／平凡社）
　２月に亡くなった作家の石牟礼道子さんの最後のエッセイ
集。池澤夏樹さん、坂口恭平さんとの対談やインタビューも
掲載されています。石牟礼さんは、水俣病患者の苦しみや祈
りを、共感をこめて描いた小説『苦海浄土－わが水俣病』だ
けでなく、自然と共生する人間の在り方を主題とする作品で
高く評価されています。

※上記のほか、放送を行うことがあります。
※放送内容を「聞き逃した」「もう一度聞きたい」場合は、

自動応答電話サービス☎82－1070で確認できます。

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時

昼：正午　帰宅：午後４時30分（11月）

◯防災行政無線（同報系）整備に伴い、現在、全戸・全事業所に
戸別受信機の配布を行っていますが、訪問時に不在であったり、
連絡が取れないなどの理由から、配布が済んでいないご家庭や
事業所があります。まだ戸別受信機が配布されていないご家庭
や事業所については、配布希望の有無を確認させていただきた
いので、下記連絡先までご連絡ください。配布を希望する場合
は、ご都合のよい日程を調整し、設置に伺います。
◯電波受信状態が悪く、戸別受信機から放送が流れない・流れ
なくなった・音が途切れる・雑音が入るなどの状況になった場
合には、アンテナを伸ばす・アンテナの位置や受信機本体の場
所を変えてみるなど、受信ができるようまずご自身でお試しく
ださい。なお、電波の受信状態に影響を与える例としては、受
信機付近でＬＥＤ照明や家電製品を使用している場合などのほ
か、有線放送電話設備の撤去後に、電波の受信状態が悪くなっ
たという事例もあります。戸別受信機の設置場所を変更したい
場合についても、受信機の場所を移動させ、受信できるかどう
か確認をお願いします。
※ご自身で試しても受信ができない場合は、町から業者を手配
し、電波の受信状況を確認しますので、お問い合わせください。

◯戸別受信機には乾電池が内蔵されていますが、乾電池は停電
などの非常時に使用できるよう、普段は附属の AC アダプタで
コンセントから電源を取ってください。また、乾電池は残量が
あっても、長期間使用すると液漏れする場合がありますので、
１年毎の交換を推奨します。（乾電池・電気代などの維持管理
に係る費用は自己負担となります。）

　現在、有線放送電話の宅内設備と屋外のケーブルや柱の撤去
作業を行っています。まだ宅内スピーカー・ローゼット・配線・
保安器・引込線などが撤去されずに残っている世帯については、
下記連絡先か役場企画政策課までご連絡ください。また、有線
柱撤去の際には、土地所有者の方などに立会いをお願いしてい
ますのでご協力をお願いします。
※撤去した木柱について、ご希望があれば無料でお譲りしてい

ます。数に限りがあり、用途に制約もありますので、詳しく
は役場企画政策課までお問い合わせください。

◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室
　　　　　　　　☎82－3111（内線 223）直通 75－6211

土
３
10
17
24

金
２
９
16
23
30

水

７
14
21
28

木
１
８
15
22
29

日

４
11
18
25

☆おはなし会　午前 11 時～
　・10 日（土）２階 集会室　・24 日（土）１階 畳コーナー
☆点字・点訳講座　午後２時～　２階 集会室
　６日（火）、20 日（火）　講師：山口静枝さん

　在宅福祉（介護保険）に一緒に携わってみませんか。
申込書類は、社会福祉協議会ホームページにも掲載し
ています。詳しくは下記までお問い合わせください。
■訪問介護員（ホームヘルパー）…若干名
■介護支援専門員（ケアマネージャー）…若干名
※どちらも平成 31 年４月１日付採用
申込締切　11 月 26 日（月）まで
試験日　12 月１日（土）
◎問い合わせ先
　坂城町社会福祉協議会（老人福祉センター内）
　☎82－2551

あやはびら いしむれ
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「広報さかき」へのご意見・ご要望を
お寄せください

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-m.jp

■編集・発行　〒389-0692 長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　  坂城町役場企画政策課　☎ 0268-82-3111
　　　　　　  直通0268-75-6211　FAX 0268-82-8307
■印　  　刷　滝沢印刷合同会社

2018 年
11月

号
No.500

【
昭
和
52
年
11
月
号
】

・廃乾電池回収作戦一年経過  
・坂城中にタイプライター寄贈

【
昭
和
60
年
８
月
号
】

【
平
成
５
年
11
月
号
】

【
平
成
14
年
３
月
号
】

・村上保育園移転改築
・文化センターで商業フェア開催

・町循環バスの運行を開始
・手打ちうどん講習会受講者募集

・第５回ばら祭り ３万６千人来園
・釣りキチ三平 当りくじ

【
平
成
22
年
７
月
号
】

【
昭
和
60
年
８
月
号
】

・村上保育園移転改築
・文化センターで商業フェア開催

【
平
成
５
年
11
月
号
】

【
平
成
14
年
３
月
号
】

・町循環バスの運行を開始
・手打ちうどん講習会受講者募集

・第５回ばら祭り ３万６千人来園
・釣りキチ三平 当りくじ

【
平
成
22
年
７
月
号
】

・廃乾電池回収作戦一年経過  
・坂城中にタイプライター寄贈
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